












































































































































































































































































































































































(9) Naoki Seki, “A Comparative History of Adult and Community Education in Interwar 
Metropolises: Lifelong Learning Opportunities for Urban Residents by the Municipality of Tokyo 
and London County Council”, The Bulletin of Toyo University, Faculty of Letters, Department of 



































































№ 書名 出版社（発行所） ページ 発行年月 肩書・備考
1 都市生活（公民教育講座第7号） 山海堂 1239～1284 1926年1月 東京市社会教育課長・文学士
2 青年と語る 同文館 全259 1926年4月 東京市社会教育課長・大日本連合青年団常務理事
3 都市成人教育（成人教育） 東京寶文館・帝国書院 353～386 1926年5月 東京市社会教育課長
4 現代青年と協同精神（政治教育講座第3号） 政治教育協会 1～62 1926年6月 東京市社会教育課長
5 青年訓練所開設に就て（青年訓練所主事指導員講習会講演集） 公民教育会 73～108 1926年9月 東京市社会教育課長
6 成人教育に就いて（ラジオ講演集第12集） 日本ラジオ協会 192～198 1927年1月 東京市社会教育課長
7 青年日本の建設 実業之日本社 全140 1927年4月 東京市社会教育課長・大日本連合青年団常務理事
8 児童と活動写真（ラジオ講演婦人・子供服の裁縫と手工教育） 東京中央放送局編 250～265 1928年1月
9 地方青少年上京の心得 愛国青年社 122 1928年3月 東京市社会教育課長・大日本連合青年団常務理事
10 新興支那を観る 日本青年館 全65 1929年4月
11 都市青年団の指導と管理（青年団指導講座） 文錄社 1～35 1929年12月 東京市社会教育課長・大日本連合青年団常務理事、東京市連合青年団幹部講習会の講義要旨
12 子供に対する社会教育（子供研究講座第9巻） 先進社 221～258 1929年6月 東京市社会教育課長
13 学校社会月暦講話掲示教育（山内太一と共編） 同文書院 全244 1930年 東京市社会教育課長、1932年2月補訂版刊行
14 新時代の英雄に望む（式辞挨拶十分間演説集） 大日本雄弁会講談社 93～96 1930年10月
15 青年団と社会思想（公民教育講座第1集） 浅草区青年団 1～42 1932年9月 東京市浅草区長・浅草区青年団長
16 地方青少年上京に対する諸名士の回答（現代青年成功の近道） 愛国青年社 299 1933年4月
前東京市社会教育課長・前大日本連合青年団常
務理事
17 新時代における日本児童の道徳教育（汎太平洋新教育会議報告書） 刀江書院 364～371 1936年1月
18 青年と青年運動 日本青年館 全149 1937年4月
論文
№ 論文名 誌名・巻号 ページ 発行年月 肩書・備考
1 タゴールと悪の問題 神学之研究、第7巻第1号 89～96 1915年10月
2 パンか石かの問題に就て 開拓者、第11巻第2号 69～71 1916年2月
3 神観念の起源に就て 神学研究、第11巻第5号 409～440 1920年6月 マスターオブアーツ、マスターオブペダゴジー
4 如何して日曜礼拝を盛ならしむべき乎 開拓者、第128号 38 1922年6月 教授
5 人格本位の教育 三田評論、第304号 1～9 1922年11月
6 銘記せよ大震災 日本警察新聞、第615号 10 1924年9月 東京市社会教育課長
7 アダルト・エヂュケーション 小学校、第38巻第2号 2～6 1924年11月 東京市社会教育課長
8 市民教育の理想 開拓者、第19巻第10号 18～21 1924年12月
9 勤倹週間は何故行はれたか 実業の日本、第27巻第23号 72～75 1924年12月 東京市社会教育課長
10 成人教育 小学校、第38巻第4号 69～72 1925年1月 東京市社会教育課長
11 都市の教育 教育時論、第1424号 13～15 1925年1月 東京市社会教育課長
12 社会生活の統一性 日本警察新聞、第631号 3 1925年2月 東京市社会教育課長
13 調和生活の提唱 調和、第162号 26～30 1925年6月 東京市社会教育課長
14 優習学の提唱 弘道、第399号 24～37 1925年8月 東京市社会教育課長
15 大日本連合青年団の成立を祝して 雄弁、第16巻第8号 213 1925年8月 大日本連合青年団常務理事
16 社会の統一性 雄弁、第16巻第11号 123～124 1925年11月 東京市社会教育課長
17 反省と感謝 東京の青年、第4巻第12号 1 1925年12月 東京市連合青年団常務理事
18 全国青年団大会に臨みて 東京の青年、第5巻第5号 1 1926年5月 東京市連合青年団常務理事
19 現代青年の進路 弘道、第410号 15～19 1926年7月 東京市社会教育課長
20 青年訓練所に対する一考察 東京の青年、第5巻第7号 1 1926年7月 東京市連合青年団常務理事
21 現代青年の進むべき途 実業の日本、第29巻第13号 46～48 1926年7月 東京市社会教育課長
22 社会教育の内容 東京の青年、第5巻第8号 1 1926年8月 東京市連合青年団常務理事
23 正しく強き心 東京の青年、第5巻第10号 2 1926年10月 東京市連合青年団常務理事
24 社会教育の施設と方法 小学校、第42巻第2号 2～6 1926年11月 東京市社会教育課長
25 近代思潮に対する考察 東京の青年、第5巻第11号 1～2 1926年11月 東京市連合青年団常務理事
26 母親の教育 社会と家庭、第1巻第10号 5～10 1926年12月 東京市社会教育課長
27 日本の青年団 東京の青年、第5巻第12号 3 1926年12月 東京市連合青年団常務理事
28 家庭教師としての母 弘道、第416号、 57～62 1927年1月 東京市社会教育課長
29 正しき人生観を培へ 雄弁、第18巻第1号 154～156 1927年1月 東京市社会教育課長・大日本連合青年団常務理事
30 怠けるな、働け！ 東京の青年、第6巻第1号 2 1927年1月 東京市連合青年団常務理事
31 省察より躍進の新時代へ昭和青年の覚悟 実業の日本、第30巻第3号 10～13 1927年2月 東京市社会教育課長
32 御大喪前後における本団 青年、第12巻第2号 59～61 1927年2月 東京市連合青年団常務理事
33 青年団の光栄 東京の青年、第6巻第2号 7 1927年2月 東京市連合青年団常務理事
34 学窓を出でて社会人たらんとする若き人々に 実業の日本、第30巻第5号 6～8 1927年3月 東京市社会教育課長
35 「青年運動」 東京の青年、第6巻第3号 1 1927年3月 東京市連合青年団常務理事
36 イタリヤの英傑ムソリーニ（上） 青年、第12巻第3号 13～17 1927年3月
37 新日本の創造 東京の青年、第6巻第4号 1 1927年4月 東京市連合青年団常務理事
38 イタリヤの英傑ムソリーニ（下） 青年、第12巻第5号 10～15 1927年5月
39 「中堅青年研究会」創設に就て 東京の青年、第6巻第5号 1 1927年5月 東京市連合青年団常務理事
40 日本青年の建設へ 調和、第185号 33～35 1927年6月 東京市社会教育課長
41 第3回全国大会に臨みて 東京の青年、第6巻第6号 1 1927年6月 東京市連合青年団常務理事
42 少年運動の新局面 少年団研究、第4巻第6号 8 1927年6月 東京市社会教育課長・少年団日本連盟審議委員
池園哲太郎の社会教育論の研究
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43 偉大なる自然の野に 実業の日本、第30巻第13号 139～140 1927年7月 東京市社会教育課長
44 自治の眞意義 東京の青年、第6巻第7号 1 1927年7月 東京市連合青年団常務理事
45 訓練所と青年団との関係 東京の青年、第6巻第8号 不詳 1927年8月 東京市連合青年団常務理事、増補青年団施設要綱（東京市連合青年団、1930年）に再録
46 徒弟の教育 社会事業、第11巻第5号 22～23 1927年8月 東京市社会教育課長
47 日本の実力 東京の青年、第6巻第10号 1 1927年10月 東京市連合青年団常務理事
48 国民精神振興策 東京の青年、第6巻第１１号 4 1927年11月 東京市連合青年団常務理事
49 警察官は社会教育の第一人者なり 日本警察新聞、第733号 2 1927年12月 東京市社会教育課長
50 我社の質問に対する諸名士の回答 実業の日本、第31巻第1号 146 1928年1月 東京市社会教育課長
51 女子青年団と女性文化 小学校、第44巻第4号 90～91 1928年1月 東京市社会教育課長
52 諸君は平和の闘士 植民、第7館第1号 82 1928年1月 東京市社会教育課長
53 日本精神の宣揚 東京の青年、第7巻第2号 2 1928年2月 東京市連合青年団常務理事
54 理想社会建設への努力 東京の青年、第7巻第3号 2 1928年3月 東京市連合青年団常務理事
55 児童映画日設定について 映画教育、第4号 4～5 1928年6月 東京市社会教育課長
56 活動写真と児童教育 小学校、第45館第3号 23～25 1928年6月 東京市社会教育課長
57 思想問題と社会教育 社会事業、第12巻第4号 75～76 1928年7月
58 社会教育 実業の日本、第31巻第16号 65 1928年8月 東京市社会教育課長
59 アンクル・トムス・キヤビン 映画教育、第10号 14 1928年12月 東京市社会教育課長
60 社会教育の実際 補習教育、第72号 23～25 1929年2月 東京市社会教育課長
61 政治と青年団員 東京の青年、第8巻第2号 1 1929年2月 東京市連合青年団常務理事
62 国民自治の精神と青年団 日本警察新聞、第776号 2 1929年2月 東京市社会教育課長
63 天職としての職業選択法将に学窓を出て実社会へ入らんとする青年へ 実業の日本、第32巻第3号 17～19 1929年2月 東京市社会教育課長
64 全国青年団を有機化せよ 東京の青年、第8巻第3号 1 1929年3月 東京市連合青年団常務理事
65 社会教育の実際（承前） 補習教育、第73号 11～13 1929年3月 東京市社会教育課長
66 第5回6大都市青年団役員会の収穫 東京の青年、第8巻第4号 1～2 1929年4月 東京市連合青年団常務理事
67 社会教育の実際（３） 補習教育、第74号 29～31 1929年4月 東京市社会教育課長
68 中村是公氏の面影 実業の日本、第32巻第7号 50～51 1929年4月 東京市社会教育課長
69 野外生活の提唱 旅、第6巻第4号 7～10 1929年4月 東京市社会教育課長
70 人の世の情 雄弁、第20巻第4号 102～103 1929年4月 東京市社会教育課長
71 青年とカフェーの問題 東京の青年、第8巻第5号 1～2 1929年5月 東京市連合青年団常務理事
72 小学卒業生と社会教育 小学校、第47巻第2号 110～113 1929年5月 東京市社会教育課長
73 日支親善に対する私見 東京の青年、第8巻第6号 2 1929年6月 東京市連合青年団常務理事
74 新しい支那観の上に総てを再建せよ 日支、第2巻第9号 10～13 1929年9月 東京市社会教育課長
75 新時代の英雄に望む青年団長就任の挨拶 雄弁、第20巻第9号 158～160 1929年9月 東京市社会教育課長、式辞挨拶十分間演説集に再録
76 青年指導と心理 アカツキ、第4巻12月号 66～72 1929年12月 東京市社会教育課長
77 明るい生活・偽らぬ生活 実業の日本、第33巻第1号 110～113 1930年1月 東京市社会教育課長
78 青年講座青年指導と心理（２） アカツキ、第5巻1月号 78～83 1930年1月 東京市社会教育課長
79 労務者教育の哲学的基礎 芳門会会報、№3 1～3 1930年4月 芳門会会長
80 社会教育の提唱 都市問題、第11巻第2号 30～31 1930年8月
81 更生に輝く農村青年団の表彰式に参列して 雄弁、第23巻第1号 328-330 1932年1月 社会教育家
82 日本及日本人の神秘的存在 公民教育、第3巻第8号 8～9 1933年8月
83 日本及日本人の神秘性 実業の日本、第36巻第18号 47 1933年9月
84 教育の転向 政界往来、第5巻第5号 18～20 1934年5月
85 団員諸君と語る 団報、第2号 7～11 1935年4月 淀橋区青年団団長
86 日本精神に甦れ 雄弁、第26巻第8号 186～187 1935年8月 東京市淀橋区長
87 汎太平洋新教育会議の感想 新教育研究、第5巻第9号 93 1935年9月 東京市淀橋区長
88 世に出でんとする人々の為に アカツキ、第11巻第2号 7～9 1936年2月 日本青年協会理事
89 躍進日本の建設青年団発会式に於ける団長の挨拶 雄弁、第27巻第2号 268～271 1936年2月 社会教育家
90 青年運動の動向 アカツキ、第11巻第11号 2～7 1936年11月
91 昭和12年を迎へて皇国青年に望む アカツキ、第12巻第1号 12～13 1937年1月 東京連合青年団理事・日本青年協会理事
92 万国博覧会と対外宣伝に対する私見 三田広告研究、第23号 67～73 1937年12月 日本万国博宣伝部長
93 中南進出には何で行くかはがき回答 実業の日本、第41巻第24号 189 1938年12月 万博宣伝部長
94 戦時下における青少年運動 雄弁、第30巻第2号 91～93 1939年2月 社会教育家
95 新体制と社会教育 社会教育、第11巻第10号 21 1940年10月
96 ＦＯＡの投資交換斡旋について 東商、第80号 14～15 1954年2月 東商嘱託
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Tetsutaro Ikezono’s Theory of Social Education: 
Reception of Western Adult Education and 
Methodology of Social Education
SEKI, Naoki
Abstract:
This thesis was undertaken to discuss the development of Tetsutaro Ikezono’s theory 
of social education based on the analysis of his articles and books in the 1920s and 1930s. He 
resigned his position as a Professor at Keio University and succeeded Motoshige Osako as 
head of social education section of the City of Tokyo in June 1924. The following results are 
obtained.
First, Ikezono insisted character-building education and received western adult 
education, introducing national and social elements. He saw a lot of value in Britain owing 
to equal education opportunities and university extension movement.
Second, Ikezono regarded the inharmonious social situation at home and abroad as a 
problem. With a view to reaching ideal society, he considered social education the centre of 
all education and coordinator among social forces. 
Third, bearing the feature of working adult in mind, he inquired into proper method of 
social education with effectiveness, interest and repetition as a clue, and asserted the 
meaning of lecture.
Fourth, Ikezono discussed the organic youth education that was made up of two parts: 
self-improvement with the change of it’s character from practical knowledge to national 
sprit, and the social education works founded locally on youth association.
As compared with Osako, while they share something in common in that both studied 
abroad in America, emphasized character-building education and criticized school education, 
Ikezono’s reception of western adult education and methodology of social education 
expressed his distinction.
Keywords: Tetsutaro Ikezono, reception of western adult education, head of the social 
education section in Tokyo, methodology of social education, discussion on youth education
